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１．はじめに

　子どもがスポーツ・芸術活動をする際には、
一般的にそれらの活動の担い手となるような何
らかの団体や教室などに所属して活動をする。
しかしながら、子ども自身が活動をしたい、ま
たは保護者が子どもにさせたいと思う活動をす
るために所属できる担い手は、そうどこにでも
あるものではない。
　私は、中学校の部活動でサッカーを本格的に
始めた。しかし、同級生の部員のなかには、小
学校のときには地域のサッカークラブなどに所
属していて、中学校で学校の部活動に移ってき
た者もいた。大学に進むと、大学の体育会やサー
クルで続ける者もいたが、自分に合うチームが
ないなどの理由で続けなかった者もいた。そし
てOB会などの機会がなければ、中高時代の部
活動の仲間と一緒にサッカーをする機会はなく
なってしまった。
　つまり、担い手が学校段階ごとに途切れるこ
とで、スポーツ・芸術活動が分断されてしまっ
ているのである。
　また、小学校低学年の頃には、民間企業が経
営する集団レッスンのピアノ教室に通っていた
が、個人経営の教室で１対１でピアノのレッス
ンを受けている同級生がいて、難しい曲を習っ
ていることに感心したりしていた。ところが、
大学に入って全国各地から集まってきた友だち
と話していると、スポーツ・芸術活動を経験で

きる機会が中学校や高校の部活動くらいしかな
かった者もいて、民間企業の集団レッスンでも
そんなに小さいころから音楽に触れる機会が
あったことをうらやましがられたりした。
　つまり、どのような環境にあるかによりアク
セスできる担い手に違いがあることで、スポー
ツ・芸術活動経験に格差が生じているのである。
　子どもの学習の場合でも、公立学校や私立学
校、放課後の学習塾などをめぐって、学習指導
の担い手の格差の問題が、保護者はもちろん社
会的にも高い関心がもたれているように、ス
ポーツ・芸術活動もまた、どこでその活動をす
るかという担い手の問題は重要な関心事となり
うる。そこで本稿では、子どものスポーツ・芸
術活動の担い手について、学校段階や家庭背景、
地域の違いなどからその特徴を描き出し、担い
手の「分断」と「格差」の問題について考察す
ることにしたい。

２．スポーツ・芸術活動の担い手

　子どもはどのような担い手のもとでスポー
ツ・芸術活動を行っているのだろうか。本節では、
スポーツ活動、芸術活動それぞれについて、学
校段階別に整理して、担い手の分布をみていく
ことにしよう。

１） 活動率はスポーツが５～７割、芸術が３
割台で推移

解説・提言2

担い手からみるスポーツ・芸術活動の
分断と格差

首都大学東京准教授　西島　央



─ 2 ── 2 ─

　担い手の分布をみる前に、スポーツ活動、芸
術活動それぞれの活動率を確認しておこう。図
B－１はスポーツについて、図B－２は芸術に
ついて、それぞれ学年別に活動率をまとめたも
のだ。
　まず、図B－１からスポーツの活動率をみて
みよう。５歳（年中）で活動率が約50％に達し、

小６生が63.3％と中学受験の影響なのか若干下
がるものの、小１生から中２生までは７割前後
で推移し、高校生になって５割弱に下がってき
ている。つぎに、図B－２から芸術の活動率を
みてみよう。５歳（年中）で３割台に上がった
あとは、高２生までずっと３割台で推移して
いる。
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注　スポーツ活動は、「この1年間で、お子様が定期的にしていたスポーツはありますか」という設問に対して、「その他のス
　　ポーツ」を含む26の選択肢のうち、いずれかを選択した％。
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図B－1　スポーツ活動の活動率（全体・学年別）
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幼児　38.9％ 中学生　67.3％ 高校生　49.3％小学生　68.5％
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注　芸術活動は、「この1年間で、お子様が定期的にしていた音楽活動や芸術活動はありますか」という設問に対して、
　 「その他の音楽・芸術活動」を含む14の選択肢のうち、いずれかを選択した％。
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図B－2　芸術活動の活動率（全体・学年別）
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　つまり、スポーツ活動が高校生になって20ポ
イント近く下がる以外は、小学生から高校生に
かけて、スポーツと芸術の活動率にそれぞれ大
きな変化はみられない状況にある。

２） 民間と部活動中心の担い手
　前項で確認したように、スポーツ・芸術の小

学生から高校生の活動率に大きな変化はみられ
ないが、その活動は同じ担い手のもとで続けて
いるのだろうか、それとも途中で変わっている
のだろうか。スポーツ活動、芸術活動それぞれ
の担い手の分布をみていこう。なお、スポーツ
活動、芸術活動の担い手は、図B－３の注２の
ように分類してたずねた。

図B－3　スポーツ活動の担い手（全体・学校段階別）
（％）0 10 20 30 40 50 60（％）

注1 スポーツ活動をしている人の所属団体をすべて足し合わせて算出した。同じ人が複数活動している場合はそれぞれ1としてカウントしている。
注2  「無所属」は「団体には所属していない（保護者が指導・個人の趣味など）」、
 「民間経営」は「民間企業が経営する団体・教室」「個人が経営する団体・教室」を合わせた数値、
 「地域ボランティア運営」は「地域や保護者のボランティアが行っている団体・教室」、
 「自治体・公益法人運営」は「自治体が運営する団体・教室」「公益法人やＮＰＯ法人が運営する団体・教室」を合わせた数値、
 「幼稚園・保育所運営」は「幼稚園・保育所の活動（有料のもの）」を示す。
注3 表中　　は学校段階別で最大値、　　は２番目の値。
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図B－4　芸術活動の担い手（全体・学校段階別）
0 10 20 30 40 50 60 幼児 小学生 中学生 高校生 （％）（％）

注1 芸術活動をしている人の所属団体をすべて足し合わせて算出した。同じ人が複数活動している場合は、それぞれ1としてカウントしている。
注2  担い手の選択肢や略称については、図Bー３注２参照。
注3 表中　　は学校段階別で最大値、　　は２番目の値。
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ⅰ） スポーツ活動の担い手は民間経営から学校
の部活動へ

　スポーツ活動の担い手について、図B－３か
ら全体と学校段階別にみていこう。全体では、
民間経営が42.1％、学校の部活動が23.0％と、こ
の２つがスポーツ活動の主たる担い手になって
いる。
　しかし、それを学校段階別に詳しくみていく
と、民間経営が幼児と小学生では５割台である
が、中学生になると１割台にまで減り、かわり
に中学生と高校生では学校の部活動が６割台に
なる。また、地域ボランティア運営や自治体・
公益法人運営（以下、まとめて非民間団体）は、
小学生ではそれぞれ1割台で、小学生にとって
は民間経営に次いで非民間団体が主たる担い手
となっている。しかし、中学生と高校生ではこ
れらを合わせても数％しかいない。以上から、
スポーツ活動の主たる担い手は、学校段階に
よってまったく異なっていることがわかる。

ⅱ） 芸術活動の担い手は民間経営中心だが中高
では学校の部活動と二分

　芸術活動の担い手について、図B－４から全
体と学校段階別にみていこう。全体では、民間
経営が53.9％と過半数の活動を担っている。２
番目に多いのは学校の部活動だが、これは
16.2％にすぎない。また、無所属が9.1％で３番
目に多くなっている。
　つづいて学校段階別に詳しくみていこう。幼
児は、民間経営が52.2％、幼稚園・保育所運営
が16.7％で、また無所属とその他もそれぞれ
10％強と、民間経営が過半数を占めているもの
の、担い手は多岐にわたっている。小学生では
民間経営が71.9％にも上っている。スポーツ活
動では23.9％であった非民間団体は、芸術活動
では数％にすぎず、小学生の芸術活動の担い手
は民間経営に極端に偏っている。中学生になる
と、民間経営が39.5％で学校の部活動が36.1％と
拮抗し、高校生では、学校の部活動が41.9％で
民間経営が28.8％と、学校の部活動のほうが10
ポイントあまり多くなる。以上のように、芸術

活動では、民間経営がどの学校段階でも主たる
担い手だが、中学生以上では学校の部活動も主
たる担い手となっていくのである。
　また、高校生では、無所属とその他がそれぞ
れ１割前後いるのも特徴的だ。個人の趣味で、
または友だちどうしでするような活動や、芸術
系の大学進学に備えて取り組んでいる活動だと
考えられる。

ⅲ） スポーツ・芸術活動は継続的ながら担い手
は分断されている

　子どものスポーツ・芸術活動は、小学生から
高校生にかけて、その活動率に大きな変化はみ
られなかった。しかし、それぞれの活動の主た
る担い手は、小学生から中学生そして高校生に
上がるところで、民間経営から学校の部活動へ
と移行していっている。
　つまり、活動率に大きな変化がみられないこ
とから、もし仮に小学生から中学生にかけて同
じ活動を続けているとしても、学校段階を上
がったところで活動の担い手を変えなくてはな
らない。同じことが中学生から高校生にかけて
もいえる。中高一貫校でもないかぎり、中３生
の秋に中学校の部活動を引退し、高校に上がる
と高校の部活動に改めて入り直す必要がある。
そして、高校を卒業して部活動を終えたら、大
学の体育会やサークル、職場のサークル、非民
間団体などの別の担い手をまた探さなければ、
活動は続けられない。
　内閣府が2009年に実施した「体育・スポーツ
に関する世論調査」では、週３回以上スポーツ
活動を行っている成人は約30％だった１）。この
値は、高校生のスポーツ活動の活動率を20ポイ
ントほど下回っている。学校の部活動以外の新
たな担い手を探さなければスポーツを続けられ
ない環境にあることも、活動率を下げる一因と
なっているのではないか。
　このように、子どもたちの（そして成人もふ
くめて）スポーツ・芸術活動の担い手は、学
校段階ごとに分断されている状況にあるので
ある。
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回答数
（名）

活動率（%）

全体 幼児 小学生 中学生 高校生

1 スイミング 3,416 22.1 21.2 ❶ 35.5 ❶ 8.3 ❷ 4.3 ❹

2 サッカー（サッカー／フットサル＊） 1,164 7.5 4.6 ❸ 10.7 ❷ 6.4 5.6 ❷

3 体操教室・運動遊び 977 6.3 15.0 ❷ 5.5 ❺ 0.5 0.3 

4 テニス（硬式テニス／ソフトテニス＊） 832 5.4 0.7 4.4 12.3 ❶ 7.5 ❶

5 野球（硬式野球／軟式野球／ソフトボール＊） 783 5.1 0.5 6.6 ❸ 7.9 ❸ 5.4 ❸

6 ダンス 568 3.7 3.4 ❹ 4.9 2.3 2.6 

7 空手 552 3.6 1.4 ❺ 6.4 ❹ 2.4 1.1 

8 バスケットボール 532 3.4 0.1 3.6 7.2 ❺ 3.9 

9 陸上（陸上競技／マラソン＊） 468 3.0 0.5 2.5 7.2 ❺ 3.4 

10 スキー（スキー／スノーボード＊） 390 2.5 1.1 3.5 2.8 2.0 

11 卓球 369 2.4 0.0 1.1 7.5 ❹ 3.1 

12 バドミントン 347 2.2 0.2 2.1 4.2 4.0 ❺

13 バレーボール 303 2.0 0.1 1.5 4.5 3.3 

14 剣道 224 1.4 0.3 1.1 3.2 2.2 

15 新体操 121 0.8 0.8 1.1 0.4 0.2 

16 ボーイスカウト・ガールスカウト 106 0.7 0.1 1.1 0.9 0.2 

17 柔道 103 0.7 0.1 0.7 1.0 1.1 

18 スケート 81 0.5 0.3 0.9 0.4 0.1 

19 ゴルフ 77 0.5 0.2 0.8 0.3 0.5 

20 器械体操 73 0.5 0.4 0.6 0.4 0.1 

21 少林寺拳法 69 0.4 0.0 0.7 0.6 0.4 

22 合気道 64 0.4 0.2 0.6 0.3 0.4 

23 ラグビー 39 0.3 0.1 0.2 0.3 0.7 

その他のスポーツ 449 2.9 1.0 3.2 3.0 5.6 

　
３． 中学校・高校の学校の部活動の

果たす２つの役割

　前節で明らかになったように、学校の部活動
は、中学生と高校生にとってスポーツ・芸術活
動の重要な担い手となっている。そのことは、
一見すると、幼児と小学生の民間経営や非民間
団体から中学生と高校生の学校の部活動へと、
活動の担い手が変わっただけのようにみえる。
では、学校の部活動は、幼児や小学校の活動の
担い手と比べて、その場が変わっただけで違い
はないのだろうか、それともそこで実施される
活動に異なる特徴がみられるのだろうか。本節

では、①どんな活動をしているのか、②費用が
どのくらいかかるのか、の２点から学校の部活
動の特徴をみていくことにしよう。

１） 学校の部活動は多様な種類の活動を提供し
てくれる 

　まず、子どもたちがスポーツ・芸術活動でど
のような種類の活動を行っているのかをみてみ
よう。表B－１と表B－２に、スポーツ活動、
芸術活動それぞれについて、どのような種類の
活動を行っているか、その活動率を学校段階別
にまとめ、また主な担い手を上位３つまで示
した。

表B－1　スポーツ活動の種類別活動率と主な担い手

注１　スポーツ活動は複数回答。
注２　＊は調査票で示した正式な選択肢名。主な担い手の選択肢や略称については、図Bー３注２参照。
注３　 項目は全体の数値で降順に並べた。「幼児」「小学生」「中学生」「高校生」ごとに、上位５項目までを❶～❺と表示。
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主な担い手（上位３つ）

民間経営 80.0% 自治体・公益法人運営 8.4% 幼稚園・保育所運営3.9%

民間経営 26.9% 部活動 24.3% 地域ボランティア運営19.5%

民間経営44.2% 幼稚園・保育所運営 27.3% 自治体・公益法人運営12.1%  

部活動 48.4% 民間経営 34.4% 無所属 4.9% 

部活動 42.7% 地域ボランティア運営 27.5% 無所属 9.6%

民間経営 73.3% 部活動7.2% 自治体・公益法人運営 6.0%

民間経営 72.5% 自治体・公益法人運営13.8% 地域ボランティア運営7.6%

部活動 59.6% 地域ボランティア運営17.1% 学校の放課後活動7.1%

部活動 59.8% 無所属16.0% 学校の放課後活動10.9%

無所属 68.5% 民間経営 9.8% 地域ボランティア運営 2.1% 

部活動 82.7% 無所属 5.1% 地域ボランティア運営5.1%

部活動 59.4% 無所属14.7% 地域ボランティア運営 8.6%

部活動70.0% 地域ボランティア運営10.6% 学校の放課後活動7.3%

部活動 44.6% 地域ボランティア運営 22.8% 自治体・公益法人運営11.6%

民間経営 66.1% 自治体・公益法人運営 8.3% 幼稚園・保育所運営 8.3%

自治体・公益法人運営40.0% 地域ボランティア運営31.4% 無所属／民間経営 4.8%

部活動 29.1% 民間経営 23.3% 地域ボランティア運営18.4%

無所属 43.2% 民間経営19.8% 自治体・公益法人運営16.0%

無所属 42.9% 民間経営 39.0% 部活動 9.1%

民間経営52.0% 幼稚園・保育所運営13.7% 自治体・公益法人運営13.6%

民間経営53.6% 自治体・公益法人運営 20.3% 地域ボランティア運営14.5%

民間経営 62.5% 地域ボランティア運営15.6% 自治体・公益法人運営10.9%

部活動 43.6% 地域ボランティア運営35.9% 自治体・公益法人運営7.7%

－

　スポーツは、表B－１のように、幼児ではス
イミング（21.2％）と体操教室・運動遊び（15.0％）
が多く、小学生ではスイミング（35.5％）とサッ
カー（10.7％）が多い。スポーツ活動の活動率は
幼児が38.9％、小学生が68.5％なので、１人で複
数のスポーツ活動をしている人がいることを考慮
しても、スポーツ活動をしている幼児と小学生
の半数はスイミングをしているといえるだろう。
　しかし、中学生、高校生になると、突出して
誰もが活動しているような種目はなくなり、中
学生で１番多いテニスでも12.3％で、高校生で
は10％を超える人が活動している種目はない。
かわりに、中学生、高校生ともに、バスケット

ボール、陸上、卓球のように、３～７％くらい
の人たちが行っている種目が多くなっている。
そのような種目の担い手をみてみると、学校の
部活動が高い比率を占めていることがわかる。
　同じような傾向は芸術活動にもみられる。表
B－２から楽器の練習・レッスンに絞ってみて
みよう。幼児は11.4％が楽器の練習・レッスン
を行っているが、その内訳をみると、10.3％、
つまり楽器の練習・レッスンを行っている人の
実に９割が鍵盤楽器（ピアノ、エレクトーンなど）
をしている。小学生も同様で、24.3％が楽器の
練習・レッスンを行っていて、その９割にあた
る20.9％が鍵盤楽器をしている。
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　ところが、中学生、高校生になると、楽器の
練習・レッスンを行っている比率は小学生とほ
とんど変わらない20％強だが、鍵盤楽器をして
いる人は半分くらいで、残りの半分は弦楽器（バ
イオリン、ギターなど）や木管楽器（クラリネッ
ト、フルートなど）、金管楽器（トランペット、
トロンボーンなど）、打楽器（ドラム、太鼓など）
などさまざまな楽器をしている。そこで、それ
らの楽器の担い手をみてみると、学校の部活動
が主な担い手になっていることがわかる。
　このように、小学生までは、スイミングや鍵
盤楽器のように特定の活動に偏って行っている
傾向がみられるが、中学生になって学校の部活
動に参加するようになると、多様な種類のスポー
ツ・芸術活動が行われている。つまり、学校の部
活動は、子どもたちに多様な種類のスポーツ・芸
術活動を提供する役割を果たしているのである。

２） 学校の部活動は廉価で活動の場を提供し
てくれる

　つぎに、活動にかかる費用について、サッカー
を例にあげてそれぞれの担い手でいくらかかっ
ているのか平均費用をみてみよう。
　小学生では、第２章図２－６のように、全体
（658名）では4,100円だが、担い手ごとにみると、
民間経営（210名）＝6,400円、地域ボランティア
運営（197名）＝3,300円、自治体・公益法人運営
（75名）＝4,900円、学校の部活動（62名）＝1,500
円かかっている。中学生では、図B－５のように、
全体（197名）では4,100円で小学生と変わらな
いが、担い手ごとにみると、民間経営（26名）＝
9,800円、地域ボランティア運営（11名）＝4,600
円、自治体・公益法人運営（７名）＝10,500円、
学校の部活動（131名）＝2,700円かかっている。
　中学生になると、専門性が高くなることも

表B－２　芸術活動の種類別活動率と主な担い手

回答数
（名）

活動率（%）

全体 幼児 小学生 中学生 高校生

1

楽器の練習・レッスン 3,121 20.2 11.4 ❶ 24.3 ❶ 23.1 ❶ 21.0 ❶

　鍵盤楽器（ピアノ、エレクトーンなど） 2,289 14.8 10.3 20.9 12.8 8.7 

　弦楽器（バイオリン、ギターなど） 265 1.7 0.3 1.1 2.5 5.1 

　木管楽器（クラリネット、フルートなど） 208 1.3 0.0 0.5 3.8 3.0 

　金管楽器（トランペット、トロンボーンなど） 199 1.3 0.0 0.9 2.8 2.6 

　打楽器（ドラム、太鼓など） 144 0.9 0.6 0.9 1.1 1.5 

2 絵画／造形 617 4.0 3.5 ❹ 3.5 ❷ 4.8 ❷ 5.2 ❷

3 音遊び／リズム遊び（音楽教室） 556 3.6 9.4 ❷ 2.0 ❺ 1.0 0.6 

4 合唱／コーラス 381 2.5 1.4 2.1 ❹ 4.1 ❸ 3.3 ❸

5 バレエ 378 2.4 2.5 ❺ 3.3 ❸ 1.6 ❹ 1.2 

6 リトミック 350 2.3 7.2 ❸ 0.5 0.4 0.5 

7 茶道 158 1.0 0.7 0.8 0.8 2.4 ❹

8 演劇／ミュージカル 148 1.0 0.5 0.8 1.0 2.1 ❺

9 コンピュータ・グラフィック 102 0.7 0.1 0.4 1.2 ❺ 1.6 

10 声楽／ボイストレーニング 92 0.6 0.3 0.5 0.8 1.2 

11 華道／フラワーアレンジメント 83 0.5 0.1 0.5 0.5 1.5 

12 写真 70 0.5 0.3 0.2 0.7 1.2 

13 日本舞踊 44 0.3 0.2 0.4 0.2 0.1 

その他の音楽・芸術活動 205 1.3 0.5 1.0 2.4 2.4 

注１　芸術活動は複数回答。
注２　 楽器の練習・レッスンは、「鍵盤楽器」「弦楽器」「木管楽器」「金管楽器」「打楽器」「その他」に具体的な楽器名を分類した。
       「その他」は省略。
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注３　主な担い手の選択肢や略称については、図Bー３注２参照。
注４　 項目は全体の数値で降順に並べた。「幼児」「小学生」「中学生」「高校生」ごとに、上位５項目までを❶～❺と表示。

主な担い手（上位３つ）

民間経営67.5% 部活動 14.6% 無所属 8.3%

民間経営85.0% 無所属 7.9% 幼稚園・保育所運営2.1%

民間経営38.9% 部活動 24.2% 無所属 22.6%

部活動 74.0% 民間経営10.5% 学校の放課後活動6.7%

部活動 78.9% 学校の放課後活動12.6% 民間経営4.0%

部活動 31.9% 民間経営19.4% 地域ボランティア運営13.9%

民間経営34.5% 部活動 25.4% 無所属 13.3%

民間経営65.3% 幼稚園・保育所運営11.0% 無所属 7.9%

部活動 33.6% 学校の放課後活動22.8% 民間経営9.9%

民間経営89.4% 自治体・公益法人運営2.7% 幼稚園・保育所運営2.4%

民間経営41.7% 幼稚園・保育所運営17.1% 地域ボランティア運営10.0%

部活動 34.8% 学校の放課後活動11.4% 自治体・公益法人運営10.8%

部活動 33.8% 民間経営30.4% 無所属／地域ボランティア運営5.4%

無所属 52.9% 部活動 19.6% 学校の放課後活動6.9%

民間経営58.7% 無所属 10.9% 部活動 10.9%

部活動 37.3% 民間経営22.9% 自治体・公益法人運営13.2%

無所属 55.7% 部活動 22.9% 学校の放課後活動5.7%

民間経営54.6% 地域ボランティア運営11.4% 自治体・公益法人運営11.4%

－

図B－5　中学生のサッカーにかかる平均費用（中学生・所属団体別）

注1　担い手の選択肢や略称については、図Bー３注２参照。
注2　「無所属」「学校の放課後活動」「幼稚園・保育所運営」「その他」は省略した。
注3　（　）内はサンプル数。

（円）

全体

民間経営

地域ボランティア運営

自治体・公益法人運営

学校の部活動

4,100

9,800

4,600

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000 12,000

10,500

2,700

（197）

（26）

（11）

（7）

（131）
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あってか、民間経営や自治体・公益法人運営で
は10,000円前後と非常に高くなっている。しか
しながら、それぞれのサンプル数からわかるよ
うに、活動の担い手が民間経営や非民間団体か
ら学校の部活動へと大きく移っているため、小
学校から継続してサッカーをしていた場合、大
半の人にとっては、むしろ費用が安くなってい
ると考えられる。
　この実態は、スポーツ活動に対する意識にも
影響している。小学生から中学生にかけてス
ポーツ・芸術活動の活動率は減少していないの
に、学校の部活動が主たる担い手になって、費
用が安くなることで、図B－６のように、「活
動にかかる費用の負担が重い」と感じる比率は、
幼児の母親（73.7％）、小学生の母親（63.3％）
に比べて、中学生の母親では52.3％と10ポイン
ト以上も低くなっているのである。
　学校の部活動は、教員が顧問として指導した
り学校の施設・設備を使ったりすることが多い。
そのため、コーチの指導料や活動場所の施設代
などがほとんどなく、道具代や大会参加費など
の実費程度の部費や活動費しかかからない。つ
まり、学校の部活動は、子どもたちに廉価にス
ポーツ・芸術活動を提供する役割を果たしてい

るのである。

　

４．担い手利用の特徴とその背景

　前節で検討したように、中学校、高校の学校
の部活動は、スポーツ・芸術活動の担い手とし
て２点の重要な役割を果たしている。しかし、
第２節で確認したように、すべての中学生、高
校生が学校の部活動を利用しているわけではな
い。そこで誰がどの担い手を利用しているのか、
担い手の利用のしかたに一定の特徴がみられる
のかどうかを検討する必要がある。本節では、
①家庭の経済状況、②母親の志向、③住んでい
る地域の人口規模、の３点から、担い手利用の
特徴とその背景についてみていくことにしよう。

１） 経済状況のよい家庭ほど民間経営でスポー
ツ・芸術活動を行っている 

　前節でみたように、同じ活動を行う場合でも、
担い手によってかかる費用には違いがあった。
では、家庭の経済状況によって、子どものスポー
ツ・芸術活動の担い手に違いがあるのだろうか。
民間経営と学校の部活動でそれぞれ活動してい
る人が一定程度いる中学生を例にみてみよう。

図B－6　子どものスポーツ活動に関する母親の意識（全体・学校段階別）

とてもそう思う　　　　まあそう思う〈活動にかかる費用の負担が重い〉
（％）

0 20 40 60 80 100

全体

幼児

小学生

中学生

高校生 41.8 14.7

38.413.9

44.618.7

50.423.3

44.518.5 63.0%

73.7%

63.3%

52.3%

56.5%

合計

負担感が
もっとも低い
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　図B－７はスポーツ活動の、図B－８は芸術
活動の担い手の分布を、それぞれ世帯年収別に
まとめたグラフである。スポーツ活動は、400
万円未満の世帯では学校の部活動が61.3％、民
間経営が15.0％であるのに対して、800万円以上
の世帯では学校の部活動が60.1％、民間経営が
17.0％である。また芸術活動は、400万円未満の
世帯では学校の部活動が43.8％、民間経営が

30.5％なのに対して、800万円以上の世帯では学
校の部活動が34.4％、民間経営が47.1％となって
いる。
　スポーツ活動は、もともと学校の部活動で実
施している人が全体の約３分の２と多く、世帯
年収による担い手の違いはわずかな差にとど
まっている。しかし、民間経営と学校の部活動
の２つが拮抗して担い手となっている芸術活動

図B－7　中学生のスポーツ活動の担い手（中学生・世帯年収別）

注1　スポーツ活動をしている人の所属団体をすべて足し合わせて算出した。同じ人が複数活動している場合は、それぞれについて１としてカウン
トしている。

注2　担い手の選択肢や略称については、図Bー３注２参照。
注3　家庭の世帯年収をたずねた設問の回答をもとに、「400万円未満」「400万～800万円未満」「800万円以上」に分類し直した。
注4　（　）内はサンプル数。

400～800万円未満

400万円未満

800万円以上

（％）
4.3

6.3

7.5

15.0

17.1
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4.4

61.3

62.2

60.1

4.3

0.0

0.1

2.0

0.3

3.3

4.7

4.1

3.1

3.2

3.4

4.4

無所属 民間経営
地域ボランティア運営

自治体・公益法人運営 学校の部活動 学校の放課後活動

幼稚園・保育所運営

その他

（253）

（1,277）

（751）

図B－8　中学生の芸術活動の担い手（中学生・世帯年収別）

注1　芸術活動をしている人の所属団体をすべて足し合わせて算出した。同じ人が複数活動している場合は、それぞれについて１としてカウ
ントしている。

注2　担い手の選択肢や略称については、図Bー３注２参照。
注3　家庭の世帯年収をたずねた設問の回答をもとに、「400万円未満」「400万～800万円未満」「800万円以上」に分類し直した。
注4　（　）内はサンプル数。
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（％）
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では、学校の部活動で行っている比率は世帯年
収800万円以上の家庭（34.4％）より400万円未
満の家庭（43.8％）のほうが10ポイントほど高く、
反対に民間経営で活動している比率は400万円
未満の家庭（30.5％）より800万円以上の家庭
（47.1％）のほうが15ポイント以上高くなって
いる。
　つまり、家庭の経済状況がよい中学生ほど民
間経営で、そうでない中学生ほど学校の部活動
で、スポーツ・芸術活動を実施している傾向に
あるのだ。
　その背景には、次のようなことが考えられる。
1990年代までは、クラブ活動の部活代替制度に
基づき、多くの中学校ですべての生徒に部活動
に加入するように指導していたので、部活動が
盛んになっていった。また、80年代頃から民間
経営や非民間団体のスポーツ活動や芸術活動の
機会が広がっていった。そのような状況を受け
て、2002年度から完全実施されている学習指導
要領では、スポーツ・芸術活動の場を地域社会
に移行しようという意図もあって、クラブ活動
が廃止され、学校の部活動は制度上自由加入に
なった。その結果、家庭の経済状況のよい中学
生は民間経営で、または民間経営も学校の部活
動もというように担い手を利用するようにな

り、一方そうでない中学生は学校内にとどまり、
部活動を担い手として利用するようになって
いったと考えられるのだ。
　そうだとすれば、中学生のスポーツ・芸術活
動にも、学習と同様に家庭の経済状況による格
差構造が生じつつあるのではないだろうか。

２）母親の志向によっても担い手は異なる 

　子どもがスポーツ活動や芸術活動を始めた
きっかけは、保護者が好きであったり教育に必
要だと考えたりして子どもに行わせたこととい
う場合が多いだろう。もちろん子ども自身が興
味をもって始めることもあるだろうが、その場
合でも、活動には費用や親の手間、時間がかか
るので、保護者に許可を求めるだろう。
　そう考えると、保護者のスポーツ・芸術活動
の志向の違いによって、子どものスポーツ・芸
術活動のようすにも違いがみられるのではない
だろうか。そこで、スポーツを例にとり、母親
のスポーツ志向別に、子どものスポーツ活動の
活動状況をみてみよう。
　図B－９は、母親のスポーツ志向別に、スポー
ツ活動の活動率を学年ごとに示したグラフであ
る。全体では、母親がスポーツを好きだと
62.6％、好きではないと48.8％という活動率と

（％）

注１　スポーツ活動の活動率は、「この1年間で、お子様が定期的にしていたスポーツはありますか」という設問に対して、「その他のスポーツ」を
　　  含む26の選択肢のうち、いずれかを選択した％。
注２　「好き」は「身体を動かすこと」に対して「とても好き」「まあ好き」と回答した母親。
　　  「好きではない」は「あまり好きではない」「まったく好きではない」と回答した母親。「どちらとも言えない」は省略した。

図B－９　子どものスポーツ活動の活動率（全体・母親のスポーツ志向別）
好き　　　　好きではない

高
２
生

高
１
生

中
３
生

中
２
生

中
１
生

小
６
生

小
５
生

小
４
生

小
３
生

小
２
生

小
１
生

６
歳（
年
長
） 

５
歳（
年
中
）

４
歳（
年
少
）

３
歳

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

40.6 
35.2

52.550.6

59.7
52.4

62.3
68.465.4

57.059.1
54.9

38.3

21.8

9.2

56.2 
61.0

69.5
74.0

79.7

69.1
74.777.175.873.5

68.1
61.1

53.7

32.7

21.1 同「好きではない」場
合の子どものスポーツ
活動率

母親自身が「身体を動
かすこと」が「好き」な
場合の子どものスポ
ーツ活動率

中学生で
差が拡大

全体 　62.6％

全体 　48.8％



─ 12 ─

なっており、母親がスポーツを好きなほうが、
子どもも13.8ポイント多くスポーツを実施して
いることがわかる。学校段階ごとに詳しくみて
みると、小学生から中学生にかけて、母親がス
ポーツを好きな場合の活動率は７割前後で推移
しているのに対して、好きではない場合の活動
率は６割前後から５割台へと下がり、その差は
10ポイントほどから20ポイントほどへと広がっ
ている。
　そこでつぎに、両者の比率に開きがみられる
中学生を例に、図B－10から、母親のスポー
ツ志向別にスポーツ活動の担い手の分布をみて
みよう。母親がスポーツを好きだと、学校の部
活動が59.3％で民間経営が17.9％なのに対して、
好きではないと、学校の部活動が64.6％で民間
経営が13.7％である。
　以上から、母親がスポーツを好きな場合は、
好きではない場合と比べて子どものスポーツ活
動の活動率が高く、その担い手は民間経営がや
や多く、好きではない場合は、好きな場合と比
べて子どものスポーツ活動の活動率が低く、そ
の担い手は学校の部活動がやや多いというよう
に、母親のスポーツ活動の志向の違いによって、
子どものスポーツ活動の活動状況には違いがあ
ることがわかる。
　このことは、単にスポーツ活動の活動率や担
い手利用の違いというだけにとどまらない。ス

ポーツ・芸術活動は一般に放課後や週末に活動
するだろうから、母親の志向の違いによって、
どのような活動をどこでするかという放課後
や週末のすごし方にも違いがみられることに
なる。
　そうだとすれば、保護者のスポーツ・芸術活
動に対する志向の違いに基づく日々の過ごし方
の違いから、子どもたちの生活スタイルに違い
が生じていくことにつながるのではないだろ
うか。

３） 大都市は民間経営が、小都市・郡部は非
民間団体が担い手 

　子どもや保護者が、こんなスポーツ・芸術活
動を行いたい／行わせたい、こんな団体や教室
などの担い手に所属したい／させたいと思って
も、すべての地域にあらゆるタイプの担い手が
あるというわけではない。これまでみてきたよ
うに、スポーツ・芸術活動の担い手は、民間経
営が最も大きな割合を占めている。そのような
担い手が経営を成り立たせるには、一定の人口
規模を必要とするだろう。
　学習の場合、「第４回学習基本調査」（Benesse
教育研究開発センター、2006）によれば、例え
ば大都市の中学生は、放課後の学習機会を学習
塾などに求める傾向がある一方、小都市や郡部
の中学生は、家庭で宿題をするなど、学校の延長

図B－10　中学生のスポーツ活動の担い手（中学生・母親のスポーツ志向別）

注1　スポーツ活動をしている人の所属団体をすべて足し合わせて算出した。同じ人が複数活動している場合は、それぞれについて１として
カウントしている。

注2　主な担い手の選択肢や略称については、図Bー３注２参照。
注3　母親の志向は、「好き」は「身体を動かすこと」に対して「とても好き」「まあ好き」と回答した母親、「好きではない」は「あまり好

きではない」「まったく好きではない」と回答した母親。「どちらともいえない」は省略した。
注4　（　）内はサンプル数。

好きではない

好き （％）
7.4 5.1 4.0

4.2 3.65.4

17.9

13.7

59.3

64.4

2.4

4.6

0.2

0.0

3.8

4.0

無所属 民間経営
地域ボランティア運営

自治体・公益法人運営 学校の部活動 学校の放課後活動
幼稚園・保育所運営

その他

（1,617）

（497）
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のかたちで学習している傾向があり、地域によっ
て放課後の学習スタイルに違いがみられた２）。
　このことから考えると、子どものスポーツ・
芸術活動のようすにも地域によって違いがみら
れるのではないだろうか。
　たしかに、図B－11から、人口規模別にスポー
ツ・芸術活動にかかる費用をみてみると、５万
人未満の小都市・郡部では、スポーツが2,900円
で芸術が1,600円だが、人口規模が大きくなるに
つれてかかる費用は上がり、指定都市・特別区
では、スポーツが4,100円で芸術が2,400円となっ
ている。費用の違いの背景には、スポーツ・芸
術活動の活動率の差もあるだろうが、活動率の
差を生む背景にはさらに、それぞれの地域で利
用できる担い手がどれだけ整備されているかと
いう問題があるのではないか。そこで、部活動
の比率の小さい小学生のスポーツを例にとり、
人口規模別に担い手の分布をみてみよう。
　第２章図２－５で、市区町村の人口規模別に、
小学生のスポーツの担い手の分布をまとめてい
る３）。民間企業の比率は、５万人未満の小都市・
郡部では38.6％なのに比して、人口規模が大き
くなるにつれてその比率は高くなり、指定都市・
特別区では59.4％にも上っている。一方で、地
域ボランティア運営と自治体・公益法人運営を
あわせた非民間団体の比率は、指定都市・特別

区では21.9％なのに対して、人口規模が小さく
なるにつれてその比率は高くなり、5万人未満
の小都市・郡部では32.7％と10ポイントほど
高い。
　指定都市・特別区のような大都市では、スポー
ツ活動の担い手は民間経営が約３分の２を占め
て、スポーツ活動の中心的な場となっているが、
小都市・郡部では、民間経営と非民間団体がス
ポーツ活動の場としての主たる機会を半分ずつ
担っていることがわかる。
　本節第１項では、80年代頃から民間経営が広
まっていったと述べたが、これはどんな地域に
も一様に広がったわけではなく、スポーツ・芸
術活動の担い手として占める比率という観点か
らみれば、地域差がみられる。民間経営と非民
間団体では、費用や活動のしかた、指導のしか
たに一定の違いがあるだろうから、中学生や高
校生のように学校の部活動が広く実施されてい
ない幼児や小学生段階を中心に、所属できる担
い手の地域差によって、スポーツ・芸術活動の
場やその活動のしかたに違いが生じていくので
はないだろうか。

　以上、担い手利用の特徴とその背景について
３点から検討してきた。スポーツ・芸術活動の
担い手の特徴の良し悪しではなく、担い手を利

注1　スポーツ活動の費用、芸術活動の費用は、各活動にかかる費用を活動分野別に合計した。活動を行っていない場合は、0円として平均値を計算し
ている。

注2 人口規模は、保護者が回答した居住地域の都道府県・市区町村名により人口を特定・算出した（総務省統計局編『統計でみる市区町村のすが
た2007』（財）日本統計協会、2007年の人口データを使用）。

注3　（　）内はサンプル数。

スポーツ活動の費用

0 2,500 5,000 7,500 （円）

4,100

3,700

3,400

2,900

2,400

2,200

2,000

1,600

芸術活動の費用

図B－11　1か月あたりのスポーツ活動・芸術活動の費用（全体・人口規模別）

５万人未満
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指定都市・特別区
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5,400円
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（1,490）
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（5,282）
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用するにあたって、経済状況や保護者の志向と
いった家庭環境の違いや、人口規模という地域
特性の違いによって子どもがスポーツ・芸術活
動を行う場として選べる機会に差があること、
つまり格差があることが明らかになった。この
格差もまた、教育上の、またはより広く社会の
格差問題の１つといえるだろう。

５． 提言～これからのスポーツ・芸
術活動の担い手のあり方

　本章では、子どものスポーツ・芸術活動の担
い手について、学校段階別の分断と、家庭環境
や地域特性の違いによる格差について考察して
きた。以上の考察をふまえて、これからのスポー
ツ・芸術活動の担い手のあり方について、短期
的・長期的な課題を提案して、本稿のまとめと
したい。
　
①短期的な課題～格差の解消
　短期的な課題としては、格差の解消が求めら
れる。スポーツ・芸術活動の役割について、個
人レベルで考えてみると、次の２点が挙げら
れる。
　第一に、保護者が子どもにスポーツ・芸術活
動を経験させることが大切だと考えているの
は、スポーツや芸術が豊かな心を育てると考え
られているからだろう。豊かな心とは、感受す
る心と表現する心ではないだろうか。私たちは、
スポーツや芸術を通して、相手の感情を受けと
めたり自分の気持ちを伝えたりしている。だか
ら子どもの頃からスポーツや芸術に触れて自分
の心を開く経験を積んでいくことは大切なこと
なのだ。
　第二に、子どもが将来、学校を卒業して職業
に就き、社会的地位を得ていくにあたっては、
一般的には学業成績が重要な要素となってい
る。だからこそ学習の機会をめぐる格差が社会
問題となっているのだ。しかしながら、かつて
フランスの社会学者ブルデューが、親の社会的
地位が子どもに引き継がれるのは、経済的な裕
福さよりも文化的な経験やそれを通して身につ

ける振る舞い方や習慣によるとする文化的再生
産という考え方をデータに基づいて論じた４）。
子どもの頃のスポーツ・芸術活動の経験の多寡
が、将来の職業選択や社会的地位の獲得に影響
しているというのである。
　人間形成のうえでこのような役割をもつス
ポーツ・芸術活動の機会に、家庭環境や地域特
性の違いによって格差があることは望ましくな
い。家庭環境や地域特性の違いによってスポー
ツ・芸術活動の機会に差が生じないように、担
い手の環境整備を進めることが求められる。

②長期的な課題～分断の解消
　長期的な課題としては、分断の解消が求めら
れる。スポーツ・芸術活動の役割について社会
レベルで考えてみると、スポーツ・芸術活動
は人々のまとまりの核になっていると考えら
れる。
　私たちは、いつの時代でも、どんな国や地域
などの社会でも、人々のまとまりをつくって生
活してきた。そのまとまりの核となるような場
は、日本の場合、明治以前なら神社や寺だったし、
20世紀の大半の時期には学校だった。しかし、
21世紀になった近年では、学校の統廃合が進め
られたり学校選択制が導入されたりして、以前
ほど学校は人々のまとまりの核としての役割を
果たせなくなってきている。
　このような社会状況にあって、今後、たとえ
ば30年先の日本社会を見据えたときに、学校の
かわりとしての役割を期待できるのが、スポー
ツ・芸術活動の場ではないだろうか。そもそも、
神社や寺も学校も、人々が集まる「居場所」で
あり、神様に祈りを捧げたり勉強したり「する」
場でもあったが、同時に、お祭りをしたり運動
会や学芸会をしたりと、スポーツ的な活動や芸
術的な活動を「する」場でもあった。
　神社や寺のような血縁や地縁、学校や終身雇
用制の会社のような社縁の拘束力が弱くなり、
個人が自分の居場所や仲間を選択できるように
なってきた社会にあっては、スポーツ・芸術活
動それ自体が「居場所」となって人々のまとま
りの核としての役割を果たすことが期待される



─ 15 ─

のではないだろうか５）。そこで、スポーツ・芸
術活動の場が学校段階ごとに分断されないよ
うに、担い手の環境整備を進めることが求めら
れる。

　以上のような短期的・長期的な課題を解決す
るために、スポーツ・芸術活動の担い手は具体
的にどのような取り組みをすることが求められ
るだろうか。
　第一に、各自が自分の好きなスポーツ・芸術
活動を継続的に行うことができ、さまざまな世
代の人々が集まる「居場所」をつくることが望
まれる。そこで求められるのが、地域ボランティ
アや自治体・公益法人などの非民間団体による
地域社会におけるスポーツ・芸術活動の場の育
成である。その際には、それぞれのスポーツや
芸術が好きな人なら、子どもたちだけでなく、
どんな世代の人でもその活動を行うことができ
ると同時に、同好の人たちが集まってきていつ
でもそこにいられる「居場所」になるような取
り組みが求められるだろう。
　第二に、しかしそれだけでは、家庭環境や地
域特性の違いによってスポーツ・芸術活動を行
うきっかけをつかめない子どもたちが生じるか
もしれない。そこで求められるのが、子どもの
うちに誰でもスポーツ・芸術活動を経験できる
場としての、学校の部活動の人的、物的環境整
備である。
　学校の部活動は、子どもたちが通っている学
校で希望すれば誰でも参加することのできるス
ポーツ・芸術活動の場である。しかしながら、
これまでは教育課程外の活動だったこともあっ
て、多忙化の進む教師の任意と善意のもとで行
われていた。折しも、次期学習指導要領では部
活動を教育課程に関連づけるよう留意すること
が求められた６）。そのための取り組みとしては、
教師が教科指導に差し障りのでない範囲で部活
動の指導にもかかわれるように、教師の負担を
軽減するべく、人的環境整備を進めることと、

子どもたちが十分にスポーツ・芸術活動を経験
できるだけの一定水準の物的環境を確保するべ
く、整備を進めることが求められるだろう７）。
　第三に、同好の人たちで楽しくスポーツ・芸
術活動を行ったり、「居場所」で過ごしたりする
以外にも、より集中的に、より高いレベルで、
より専門的にスポーツ・芸術活動を行ったり指
導を受けたりしたい子どもたちもいるだろう。
そこで求められるのが、民間経営の公共性の向
上である。
　民間経営の特徴は、より集中的に時間をたく
さんかけてより高いレベルで活動を行ったり、
より専門的に指導したりすることができる点に
あるだろう。そのことによってスポーツや芸術
の技術も向上するだろう。そしてそれと同時に、
感受する心や表現する心もより開かれていくの
ではないだろうか。
　私たちがスポーツの試合を観戦したり、音楽
の演奏や芸術作品を鑑賞したりしたときに心打
たれることがあるのは、その技術の高さだけで
なく、スポーツ選手や芸術家の開かれた心に
触れて共感し合うからだ。だから共感し合った
人どうしがまとまりをつくっていくようになる
のだ。
　そのように考えるならば、子どもたちが高い
技術を習得するための教育をするという目的だ
けでなく、その活動を通して心を開き合った仲
間としてまとまりをつくっていく機会として社
会基盤づくりをしているという目的意識をもっ
て、スポーツ・芸術活動の場の提供や指導をす
るよう取り組むことが求められるだろう。

　スポーツ・芸術活動の場が人々のまとまりの
核の役割を果たすことが期待されるこれからの
社会のあり方をふまえるならば、地域社会の非
民間団体、学校の部活動、民間経営の三者が、
それぞれの特徴を活かして、バランスよく、子
どもたちのスポーツ・芸術活動の担い手となっ
ていくことが望まれるのである。
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───────────　提　言　───────────

　子どものスポーツ活動、芸術活動の家庭環境、地域、学校段階などの違いによ
る分断と格差を解消していくにあたっては、30年先の日本を見据えて、地域社会、
学校、民間経営のそれぞれがその特徴を活かして、三者がバランスよく、スポー
ツ活動、芸術活動を担っていくことが望まれる。

①地域社会におけるスポーツ活動、芸術活動の場の育成
　…さまざまな世代の人が集まる「居場所」に！

②学校の部活動の人的、物的環境整備
　…教師の負担軽減と、一定水準確保を！

③民間経営の公共性の向上
　…教育から社会基盤づくりへ！


